
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

全校集会「いじめ防止の取組について」 

① あなたは今までいじめをしたことはあるか？ 

 

② あなたは今までいじめを受けたことがあるか? 

③  

 

③ あなたは今までいじめを見たことがあるか？ 

 

①  
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文責：生徒指導部 戸田倶子 

 

１１月４日（水）生徒会執行部がいじめについてのアンケート

をもとに全校集会を行いました。後期の生徒総会で，生徒会長の

池田さんが，ニュースなどで聞く「コロナいじめ」や秋田県でも

いじめの認知数が過去最高になったことを受けて，「他人事とし

て捉えていいのか，大潟中学校としていじめを予防する取組をし

ていきたい。」と，全校に呼びかけたのがきっかけです。今まで

にない新しい試みをしようとしている執行部を頼もしく思いま

す。 

 私たちは，これからも「コロナ禍」の中で生きていくことになります。どんな社会になろうとも，人と人

とのつながりは変わりません。この活動をしていくことで，家族や地域を守ることにつながるのではないか

という執行部の考えに共感した人も多いと思います。これから，学級討議や代議委員会を経て，学校として

どんな取組をしていくか，考えていきます。この活動をきっかけに，ご家庭や地域でも，「いじめ」について

話題にしていただけたらありがたいです。 

執行部が行ったアンケートの結果は以下の通りです。（アンケート対象：全校生徒） 
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１１月４日（水），多目的ホールであきた県庁出前講座「大人が支える！インターネットセーフティ」

が行われました。秋田県教育庁生涯学習課，社会教育主事の櫻庭直先生から，インターネットやゲーム

について講話していただきました。 

 櫻庭先生のお話によると，大潟中学校の生徒の通信機器付き端末の所持率が，県内の中学生の所持率

の平均より高いということでした。他の地区に比べて，のめり込んでいる生徒が多いのではないか，と

いうことでした。 

  

子どもたちがゲームに課金する理由を以下にまとめます。 

 

１ 本人の問題 

  無料の範囲内では満足できない。継続するには，課金が必要になる。 

  時間をかけると強くなるが，課金をすればすぐアイテムを手に入れることができる。（時間短縮） 

 

２ 他の人とのかかわりで課金する 

  キャラクターが格好悪い。強くてかっこいいキャラクターにすれば，周りから認めてもらえる。 

  弱い（自分だけがレベルが低い）と仲間に入れてもらえない。 

  自分が課金しないと仲間はずれにされるかもしれない。貧乏人だと馬鹿にされる。 

 

３ 課金の仕方について 

  クレジットカード決済～親が管理しやすい。ただし，子どもが暗証番号知っていて高額な引き出し

が行われた場合もある。子どもには，絶対に暗証番号を教えない。 

  プリペイドカード決済～子どもでもコンビニで購入できる。ただし，保護者に内緒で購入すること

もあるので要注意！ 

    

保護者が「無料」だと思い，子どもにスマホを預け，自由にゲームをやらせていたら，知らないうち

に子どもが課金していて，後日１０万円の請求がきたという話をしてくださいました。そういうことを

防ぐためにも，テレビなどの大画面でやらせるなど，親の目が行き届く所でやらせることも大切だとい

うことです。「課金についてもしっかりと教えてあげないと，トラブルが起きるかもしれない。」という

ことを保護者の皆さんにも理解していただきたいと思います。 

   

※世界保健機関ＷＨＯでは，ゲーム障害について次のように定義しています。 

◆依存症の症状 

●ゲームの使用をコントロールできない。 

●生活の関心事や日常生活よりゲームを優先する。 

●問題が起きてもゲームを続ける。 

●ゲームによって，日常生活の様々な分野で明確な問題が生じる。 

●注意されると逆ギレする。 

●常にゲームのことを考える。 

 

     ６５０万人の中・高生のうち，９３万人がネット依存症！！ 

大人が支える！インターネットセーフティ講演会 

大中生～自分専用の通信機器付き端末の所持率が県内平均より高い！！ 



〈親の困りごと相談〉 

保護者の皆さんからいただいた質問に櫻庭先生が答えてくださいました。 

 

Qゲームばかりして困っている。止めさせる方法はあるのか？ 

Ａ・ゲームより楽しいもの（興味がもてるもの）を子どもと一緒に探してみる。 

・ゲームに集中しすぎる時間を作らない。 

   「外に出る時間をつくる」「体を動かす活動に参加させてみる」 

・ゲームの使い方について，真剣に話し合ってみる。 

   「親の思いを伝える」「ルールを守る方法」「子どもが納得する理由」 

 

Qゲームを止めさせたいが，友達関係がこわれてしまわないか心配だ。 

A ・ルールづくりを，友達の家庭と一緒になって考えてみる。 

  ・ルールを友達にも知ってもらう。 

「ゲームの時間は○時から○時まで」  

   「ネット利用は○時まで」 

  ・ゲームに頼らない遊びを友達と一緒に考えてみる。 

 

〈睡眠障害について〉 睡眠不足 脳の興奮により眠れない  睡眠の質の低下 

 

・ゲームのやり過ぎでスマホ・パソコン・タブレットから発せられる光によって,脳 

 が「昼間だ」と錯覚してしまう。 

・スマホなどの長時間使用による生活リズムの乱れ 

 

 

「誰かがきちんと見てあげないと。こうなる前に手を打たないと。」という櫻庭先生のお話が印

象的でした。長時間の使用を防ぐには，「昨日の生活はどうだったか？」１日の時間の使い方を見え

る化してみては?というアドバイスもいただきました。これを機会に，お子さんと一緒に「インタ

ーネット」の使い方について，じっくり話し合う時間を取っていただけたらと思います。家庭での

ルールを決めたら，友達にそのルールを伝えるのもよいと思います。 

 

 

 

 

 

 児童虐待に関する児童相談所の相談件数が増加していることから，文部科学省では，１１月を「児童

虐待防止推進月間」と位置付けています。萩生田光一文部科学大臣から保護者，学校関係者，地域の皆

様へメッセージが届きましたので，別紙に印刷し，配付しております。どうか，目を通してくださいま

すようお願いいたします。児童虐待について気付いたことがありましたら，全国共通ダイヤルに相談す

るか，中学校（４５―２３３０）までご連絡ください。 

11月は「児童虐待防止推進月間」です！ 


